






町内会組織 災害時の役割 平常時の役割

会　長

本

　
　
　
　
　
　

部

本部長
○災害活動などの指揮
調整

●防災関係機関との連
絡調整

●任務分担、連絡網の
作成

●研修会などの開催

●防災訓練の実施（各
班共通）

●その他防災に関する
こと

副会長 副本部長 ○本部長の補佐

総務部長 統括部長 ○各種情報の集約

防災リーダー
（防災部長）

防災部長
○活動班との調整

○防災機関への連絡

防犯部

活

　
　
　

動

　
　
　

班

情報連絡班
○災害・被害状況把握

○安否確認

●危険箇所の把握

●避難先の把握

青年部 消火班
○出火防止の呼びかけ

○初期消火

●安全点検の指導

●水利の点検

体育部 救出救護班
○人命救助

○負傷者の応急手当

●防災資機材の点検

●応急手当講習の受講

福祉部 避難誘導班
○避難経路の安全確認

○避難誘導

●避難場所の周知

●要介護者の把握

女性部 給食給水班
○救援物資の配布

○水の確保、炊き出し

●備蓄物資の点検

●給水場所の把握
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（組織編成例）



※　その他編成上の留意事項

Aブロック
情報連絡班
……………
給食給水班

Bブロック
情報連絡班
……………
給食給水班

本　部
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（例）

・　地域の実情に応じて、がけ地巡視班や水防班などの活動班を設ける。

・　看護師経験者など、地域内の専門家や経験者の参加を求める。

・　昼夜とも自主防災活動に支障がないよう、幅広く参加を求める。

・　活動班員の配置は、特定地域に偏らないようにする。

・　地域内の会社などの事業所にも自主防災活動の中で一定の役割を持ってもらうよ

うに協議する。

編成方法

①　活動計画の企画・実施など、自主防災活動の中心的な役割を担う方（防災リーダ一）

を選びます。防災リーダーには、防災部長をはじめ町内会の役員などで、防災に関心

があり、行動力のある方を充てるとよいでしょう。

②　災害時の役割を分担するため、本部と必要な活動班に区分し、現在の町内会組織の

各部などにその役割を振り分けます。

③　活動班の編成にあたっては、世帯数を考慮し、地域の実情に合わせて活動班及び班

員を置きます。

④　加入世帯数が多い町内会は、いくつかのブロックに分けるなど、地域の実情に応じ

た編成を行いましょう。



その他
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例１

例２

第○条　本会に、次の専門部を置く。

（１）　総務部

　　　庶務、渉外関係、各部の連絡調整等に関する事項

（　）　防災部

　　　自主防災活動に関する事項（各部等の役割は別表のとおり）

（事業）

第○条　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）　会員相互の親陸に関すること

（２）　専門部活動に関すること

（　）　自主防災活動に関すること

（役員）

第○条　本会に次の役員を置く。

（１）　会長

（２）　副会長

（　）　防災リーダー（○○部長をもって充てる）

（役員の職務）

第○条　役員の職務は次の通りとする。

（１）　会長は本会を代表し、会務を総括する。

（　）　防災リーダーは、自主防災活動に関して総括的職務を行う。

（自主防災活動組織）

第○条　自主防災活動に関する活動組織は、別表のとおりとする。

　自主防災活動は、住民相互の合意に基づき、町内会活動の一環として行われる必要

があります。

　そのためには、新たな規約を作る必要はありませんが、一般的には、町内会に規約が

ありますので、例えば次のように規約の改正（追加）を行っておくことが望ましいです。





防災リーダー研修

※　防災リーダー研修の内容（例）

区分 研　修　内　容

修

研

科

学

１　自主防災制度の概要

２　災害対策
家庭の防災対策、地震のときの行動など

３　防災訓練計画

修

研

技

実
１　消火訓練
水バケツや消火器による消火方法など

２　救出訓練
救出方法、救助資機材の取扱方法など

３　救護訓練
応急手当方法、負傷者の搬送方法など

　札幌市では、町内会による自主防災活動を積極的に推進するため、その中心的な役割

を担う防災リーダーの研修を行っています。

　実施時期、申込方法など、詳しくは各区役所総務企画課へお尋ねください。

自主防災活動の必要性、活動組織の編成、
災害時および平常時の役割など

訓練の種類、実施方法、実施上の留意点
など
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